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激しい環境変化に応じた企業・行政の経営改革や、事業構造の変革

より効率的なビジネス・プロセスや、顧客起点の業務改革

企業連携や新たなビジネスモデルによる新規事業の創出

ガバナンスとリスクマネジメントを見直し、経営基盤をさらに強化
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コンサルティング

お客様企業に向けた
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課題分野別コンサルティング

 

 

社会・産業の基盤づくりから個社企業の経営革新まで。
経営環境をトータルにみつめた、コンサルティングを提供します。

個々の企業の経営課題から社会・産業基盤まで視野を広げ、課題解決を図る。
それが富士通総研のコンサルティング・サービス。複雑化する社会・経済の中での真の経営革新を実現します。

富士通総研のコンサルティング・サービス

社会・産業基盤に
貢献する
コンサルティング

お客様のニーズにあわせ、各産業・業種に共通する、多様な業務の改善・
改革を図ります。経営戦略や業務プロセスの改善などマネジメントの側面、
そしてICT環境のデザインを通して、実践的な課題解決策をご提案します。

業種別コンサルティング
金融、製造、流通・サービスなど、各産業に特有の経営課題の解決を図りま
す。富士通総研は、幅広い産業分野で豊かな知識と経験を蓄積しており、
あらゆる業種に柔軟に対応するコンサルティング・サービスが可能です。

国や地域、自然環境などの経営の土台となる社会・産業基盤との全体最適
を図ることで、社会そのものに対応する真の経営革新、業務革新を実現
します。
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ヘルスケア産業における新しい価値の創出

医療費、介護保険給付の削減に向けた取り組みが急務となっている日本。健康寿命の延伸や公的保険外の予防
医療の拡充などが求められている。このような社会的課題の存在は、新たなビジネスの拡大をもたらす成長市場
の可能性を示唆しており、既存の医療・介護業界以外の異業種企業から熱い視線が注がれている。
本稿では、ヘルスケア産業における各サービス、機器の領域の需要変化や新たに顕在化する需要の可能性につ
いて触れるとともに、公的保険制度の維持と関連産業の新たな価値創出に向けた課題および解決の方向性につい
て述べる。

株式会社富士通総研 
産業・エネルギー事業部

プリンシパルコンサルタント

大原　宏之

❙❙執筆者プロフィール

特  集

大原　宏之（おおはら　ひろゆき） 

株式会社富士通総研　産業・エネルギー事業部　プリンシパルコンサルタント 

製造業・サービス業における新規事業開発、業務改革、PMO運営、IT戦略立案など、戦略立案から定着化までを支
援するコンサルティングに従事。
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1.  医療・介護にかかる問題は 
社会経済システム全体の問題

国民医療費は2015年度には45兆円、2025年度には

60兆円を超す見込みとなっている。60兆円のうち、公

費負担は25兆円となる見込みであり、現在の一般会計

税収の6割に相当する規模に拡大する見通しとなってい

る。国民医療費のうち、35%は75歳以上が占めており、

1人当たりの医療費は64歳以下が18万円に対して、65

歳以上は72万円と、高齢者に大きく偏っている。また、

介護保険給付においても制度開始以来、給付額は増え続

けており、2025年度には21兆円の見通しとなっている。

現行の社会保障制度は、経済の発展期に構築された

ものであり、国民医療費や介護費等の社会保障費の増

大に代表されるように、高齢化をはじめとする社会構

造の変化に対応しきれておらず、社会経済システムの

あり方を含め、制度の見直しが必要となっている。財

政悪化を理由に社会保障サービスを制限せざるを得な

くなる前になすべきことは、人々が健康を管理する習

慣を持ち、健康を維持することで長期にわたる社会参

加を可能にすることである。そして、社会への関わり

がさらなる健康の維持に役立つという正の循環を構築

することが、目指すべき高齢化社会実現の重要な鍵と

なる。

政府は、団塊の世代が75歳を迎える2025年に向けて

給付費の増加抑制のための改革を進めており、病院の

機能分化や在宅医療・ケアの推進、地域包括ケアシス

テム構築などを推進している。2018年度の診療報酬・

介護報酬の同時改定の際には、これらの施策を加速さ

せるような改革が盛り込まれ、給付抑制に向けて医療

機関や介護事業者を政策的に誘導するような報酬体系

が示される見通しである。この改革の進展により、予防・

健康維持、診断・治療、介護・自立支援の各領域にお

いて需要の変化が予想されており、特に公的保険外の

領域では、民間企業の技術力や経営資源を活用するこ

とで大きく拡充することが見込まれる分野である。

2. ヘルスケア産業に期待されること

ヘルスケア産業とは、健診等予防分野から、診断・

治療、介護・自立支援に関するサービスを担う産業と

そのようなサービスで使われる検査機器、薬剤、診療

材料、医療機器、福祉機器などの製造業を含む産業によっ

て構成される。（図1）

特  集

ヘルスケア産業における新しい価値の創出

●図1　ヘルスケア産業の概観 
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市場規模は、2025年度には医療分野で60兆円、介護

分野で20兆円、健康・生活支援分野で20兆円超になる

と予想され、大繰りにすると100兆円規模の成長産業と

捉えることができる。（図2）

ヘルスケア分野の政策・市場拡大の方向性は、治療

中心から予防・健康増進へのシフトと地域包括ケアシ

ステムの実現（生活支援の拡充）に向かっており、この

領域におけるヘルスケア産業の活性化が期待されている。

例えば、予防に関し、癌などの難治性疾病や糖尿病

などの慢性疾患は長期にわたり高額の医療費が必要に

なるため、患者数を減少させて医療費を抑制すべく、

健診・検査に関するサービス、機器の強化が期待される。

遺伝子検査は解析コストの低下、分析技術の進展により、

市場が急拡大している。

また、地域包括ケアシステムの領域では、訪問看護

や高齢者向け生活支援などの新たなサービスの充実と

ともに、関連する機器の進化が期待されている。例えば、

在宅医療では、呼吸器や透析に関連する機器を中心に

市場の広がりが期待されており、医療機器の小型化・

モバイル化や家庭と診療所との連携強化につながるモ

ニタリング機器の開発、データ連携が容易で安全にで

きるシステム提供が求められている。

今後、個人レベルで人々がなすべきことは「健康を管

理する習慣を持ち、健康を維持すること」であるとした

場合、これまでと異なる行動への変容を起こすための

個別化された仕掛けが必要になる。最近では、センシ

ングおよびネットワーク技術の進展により、スマートフォ

ンやウェアラブル端末を活用したサービスが生まれて

いる。ウェアラブル端末で生体情報をモニターし、個

人に対して生活習慣の見直し等をアドバイスする健康

サービスや、スマートフォンのアプリを活用し、食事

記録を行いながら管理栄養士やトレーナーなどのアド

バイスを受けられる健康指導サービスプログラムなど

である。健康管理において、「IoT」（Internet of Things： 

モノのインターネット）技術が果たす役割は大きい。ベ

ンチャー企業をはじめ多くの新規参入事業者が利用者

にとっての便益性とビジネスとしての収益性を確保す

るために研鑽を重ねている。ただし、ヘルスケア産業は、

成長市場ではあるが、リスクも大きい。その要因として、

国の意向による制度改定・規制緩和が繰り返されるこ

とや、異業種からの参入が加速していることなどが挙

げられる。

●図2　ヘルスケア産業の2025年の市場規模

経済産業省資料（2011年度、2020年度数値）をもとにFRI作成

医療
60兆円

国民医療費の見通し

19.2 21.6
27.9

14.1
16.7

24.5
5.8

6.4

8.1

0

10

20

30

40

50

60

70

2011年度 2015年度 2025年度

自己負担
公費
保険料

60兆円

39兆円

参照：厚生労働省作成資料

介護
21兆円

0

5

10

15

20

25

2011年度 2015年度

21兆円程度

8.2兆円

介護保険給付の見通し

参照：厚生労働省作成資料

健康/生活サービス等
20兆円以上

関連する新産業含めた仮説

2011年度 2020年度 2025年度仮説

XX兆円

健康増進・予防、
生活支援関連産業の

市場規模

4兆円
10兆円

10兆円+α

農業・観光・住宅など
のさらに広がるヘルス
ケアに関連する新産業
を含めると全体で20兆
円超

161128_EEP13198_初校_知創の杜2016年Vol.13.indd   6 2016/12/14   10:37:09



7知創の杜 2016 Vol.13

3.  利用者起点の新しい価値の創造が社会を
変えるエンジンとなる

これからの時代、あらゆるものがネットワークにつ

ながり、センシングによって蓄積されたデータに付加

価値を加えて新たなサービスを提供していくことが可

能になる。その実現方法については、ヘルスケア分野

においても業種を超えて様々に検討されており、企業 

1社ですべてを賄うことは困難であると、多くの事業者

は認識している。新しい価値を創造するためには、自

社と他社の得意なことを組み合わせたビジネスのエコ

システムを構築することが、これからの時代の必須検

討課題となっている。

富士通総研では、富士通グループのデザイナーやエ

ンジニアとチームを作り、顧客企業の独自性を踏まえ

ながら、新たなサービスを創り上げる方法論の開発と

実践を積み重ねている。その特徴は、UXデザイン、テ

クノロジー、ビジネスの三位一体の取り組み（図3）の実

践であり、「利用者本位でサービスを考えること」を大切

にしている。利用者の行動観察や利用者との対話を通

して理解した価値観や社会的な課題との関係性を考慮

し、何に困っていて、何が解決されると嬉しいのかをしっ

かりと洞察すること、そして、“新しい利用者体験”（User 

experience：UX）をデザインし、想定する利用者に各

段階で評価してもらうことを繰り返している。このよ

うなUXデザインに加え、技術的な実現性の検証や、ビ

ジネス面での収益性、エコシステムの構築方法といっ

たことを検討している。

利用者の本質的な洞察から生み出した新たなサービ

スやプロダクトがもたらす価値は、その人だけでなく

社会全体を変えるエンジンになり得ると確信している。

国民総活躍には、健康な人、高齢者、障がい者など、

それぞれの人が持った能力を最大限に発揮した状態で

社会参加がなされていることを理想と考える。私たち

は利用者起点でICT等の技術を活用した新しい価値の創

出にこれからも邁進していく所存である。

特  集

ヘルスケア産業における新しい価値の創出

●図3　新しい価値の創造を加速させる3つの軸

利用者の価値に基づいた
新しい経験を考える

試作し、使ってみて
実現可能性を考える

拡張性、収益性を継続
できるモデルを考える

UX
デザイン テクノロジー ビジネス
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ICTによるビジネスと社会のイノベーション創出
に必要な取り組みとは
ヘルスケア市場で新しい価値創造を行うためのポイントや、取り組む際の有効な進め方はどのようなものでしょ
うか？ また、新しい価値創造を加速するようなICTとはどのようなものでしょうか？
本対談では、「ICTによるビジネスと社会のイノベーション創出に必要な取り組みとは」というテーマで、伊藤忠
テクノソリューションズ株式会社 イノベーション推進室の里見室長、富士通デザイン株式会社 サービス&プロ
ダクトデザイン事業部の森下デザイナー、株式会社富士通総研（以下、FRI）の大原プリンシパルコンサルタント、
久本シニアコンサルタントに語っていただきました。進行役は産業・エネルギー事業部の巣山事業部長です。

 （対談日：2016年9月7日）

フォーカス

対談者
前列左から 里見　英俊：伊藤忠テクノソリューションズ株式会社　イノベーション推進室　室長
 森下　晶代：富士通デザイン株式会社　サービス&プロダクトデザイン事業部　デザイナー
後列左から 巣山　邦麿：株式会社富士通総研　産業・エネルギー事業部　事業部長
 久本　浩太郎：株式会社富士通総研　産業・エネルギー事業部　シニアコンサルタント
 大原　宏之：株式会社富士通総研　産業・エネルギー事業部　プリンシパルコンサルタント
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1.  ヘルスケア市場の特徴や各社にとっての
取り組み意義 
─健康寿命の延伸と社会全体のサービスデザイン─

巣山　本日のテーマは「ICTによるビジネスと社会のイノ

ベーション創出」ですが、ヘルスケア産業の新しい価値

創造を中心にお話を伺います。医療や介護・福祉、健

康増進といったヘルスケア市場では、社会保障の財政

面の不安がある一方、2025年に100兆円規模のビジネ

スに成長するとの見方もあります。この市場の特徴や

新しい価値創造に向けた取り組みポイントについて取

り上げたいと思います。まず、里見さんからイノベーショ

ン創出の挑戦や「エンパワメント福祉」についてお話し

いただけますか？

里見　伊藤忠テクノソリューションズ（以下CTC）は基本

的にITインフラを販売する会社ですが、2014年にイノベー

ション推進室を作りました。当時、インフラがコモディ

ティ化する中で自分達のマーケットをどうするか、今

後日本でもサービスビジネスを主体にビジネス展開し

ていかなければと模索していたのです。私は18年間、

電話会社向けに携帯電話をインターネットに接続する

ことからスマートフォン向けゲートウェイを作るといっ

たサービスを構築してきました。イノベーション推進

室では、ウェアラブルやIoTといったICTの技術が健康な

人だけでなく福祉やヘルスケア、介護で使われる新し

いビジネスモデルを考え、CTCだけでなく周りを取り込

むエコシステムを作ってビジネスをしようと議論を重ね、

2015年秋に「エンパワメント福祉」（注1）を始めました。

御社とスマートアグリ（注2）の件で話していた際、ユビキ

タスウェア（注3）のようなチップセットを含んだデバイス

をご紹介いただき、いろいろ使えるのではとご相談し、

ビジネス模索を始めました。

里見　英俊（さとみ　ひでとし）

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 
イノベーション推進室　室長（技監・ITアーキテクト）
情報通信会社向け大規模システム設計開発・構築で活躍。大規
模基盤設計・構築に高いスキルを持ち、システム設計開発、モ
バイルインターネット・サービス等の大規模サーバ構築などを
手がける。近年は、サービス・ビジネスの創出に従事。

巣山　森下さんには、ヘルスケア領域でUX（User 

eXperience）（注4）ベースにデザインアプローチによって

新しいサービスを考える意義についてお話しいただき

たいと思います。

森下　富士通デザインの中で私たちのチームは主に産

業分野のサービスデザインを担当しています。デザイ

ンというとハードのイメージが強いですが、サービス

デザインの領域では、サービスとして体験やモノが人

の手に渡るところから渡った後までの一連の流れをデ

ザインさせていただいています。特に最近、ヘルスケ

ア分野でのご相談が増えていますが、その中で昨年CTC

の皆様とお会いしてヘルスケアを深く考える機会をい

ただきました。健康は個人の自己管理だとよく言われ

ますが、実は自己管理だけでは解決しないものが多く、

家族や病院や社会すべてを含めて考えないとヘルスケ

フォーカス

ICTによるビジネスと社会のイノベーション創出
に必要な取り組みとは
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アにならないと気づいて、社会全体としてサービスを

デザインできたらと考えています。

巣山　大原さんからは、社会的な課題とICT企業に求め

られていることについてお話しいただけますか？

大原　FRIの産業・エネルギー事業部は製造業・サービ

ス業のお客様と一緒に新しい価値を創っていく活動を

していますが、昨今、製造業・サービス業でもヘルス

ケア領域のビジネス機会や社会課題に対する貢献への

思いが強くなって、取り組みが増えています。特に「健

康寿命」に着目していて、平均寿命と健康寿命の間にあ

る10年ほどの開きをICTの技術でどう埋めていくかとい

う健康寿命の延伸が1つの課題と思っています。また、

これから不足する介護現場等の生産性や働く人のモチ

ベーション向上にICTを生かすなど、様々なことができ

ると考えています。今回CTC様は富士通のユビキタスウェ

アを使って新しいサービスを創れるのではとお考えに

なり、一緒にサービスを作り込んだり、検証したりと

いう取り組みをさせていただいております。

大原　宏之（おおはら　ひろゆき）

株式会社富士通総研  
産業・エネルギー事業部　プリンシパルコンサルタント
製造業・サービス業における新規事業開発、業務改革、PMO運営、
IT戦略立案など、戦略立案から定着化までを支援するコンサル
ティングに従事。

2.  CTC&富士通のエンパワメント福祉の
取り組み
─技術とUXデザインとビジネス性─

巣山　新しいビジネス創出の動きではヘルスケア領域

がどこのお客様でも多いと感じています。世の中に広

くわたった奥深い分野なので、注目されているのかと

思いますが、その中で「エンパワメント福祉」に的を絞

られているのは特徴的ですね。

里見　「エンパワメント福祉」という言葉にあまり囚わ

れない方がいいと思っています。介護とヘルスケアは

別の世界のように言われていますが、実はセットだと思っ

ていて、今検討している身障者を見守る仕組みも将来

の自分のために作っているのかと思ったりします。IoT

等の技術的なキーワードを組み合わせたときに言える

ことが2つあります。1つは、介護やヘルスケアは様々

な産業でやっていてスタンドアローンでデータ連携し

ていませんが、ユビキタスウェアはバラバラに組み合

わせなければいけなかったチップセットの機能を全部

ワンチップに入れて使いやすくなったので、チップセッ

ト側がまとまったなら世の中のサービス側も縦割りで

なく横つながりの仕組みが作れるのではということです。

もう1つは、総務省が発表するオープンデータ戦略で、

皆さんが持っているデータや二次加工したものをシェ

アして付加価値をつけるサービスの方向に行き、健康

管理は自分も家族も遠方の両親も見なければならなく

なったときに、総合的に1つのサービスでないと単品も

のは使われなくなるだろうということです。その意味

で今やっていることの意義は大きいと思います。また、

富士通デザインさんとの仕事では、紙で描くと1点集中

型の検討になってしまうけど、時系列に並べて分解す
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フォーカス

ICTによるビジネスと社会のイノベーション創出
に必要な取り組みとは

方が対象でしたが、街で会って「大変そう」と思うこと

はあっても、その人が本当はどういう気持ちなのか、「何

かしましょうか」と言ったとき、それが嬉しいかどうか

考えていなかったことに、プロジェクトを通して初め

て気づきました。「これはお節介だから嫌だったんだ」と

か、「これは声をかけられないだけで、して欲しかった

んだ」といった気持ちがわかるにつれ、今回のサービス

を考える際、人と人の関わりで解決しにくい部分をICT

でうまくサポートしながら、「使いたい」と思ってもらえ

るようなものをデザインしていこうと考えました。

森下　晶代（もりした　あきよ）

富士通デザイン株式会社  
サービス&プロダクトデザイン事業部　デザイナー
産業・流通分野における新規ビジネス創出にかかわるサービス
デザインのプランニング、リサーチやビジョン化、コンセプト
立案など、UXを起点としたデザイン業務に従事。

久本　今回、CTCさんのアレンジで視覚障がい者の学校

に行かせていただき、先生方から視覚障害のある生徒

さんの様子を見聞きして、要望や課題がどこにあるの

かを探るアプローチを実際にとらせていただきました。

我々も実際の目で見て、生で話を聞いて初めて感じ取

れる発見がそこにありました。これまで持っていた考

えは良い意味で崩してもらうこととなり、多くのヒン

ると社会の様々な関わりの人が協力しなければ「エンパ

ワメント福祉」は成立しないことが実感できました。

巣山　文字で語る世界とイメージ図で語る世界は広が

りが違うし、もっと想像が沸きますね。

大原　今回CTCさんと富士通グループでチームを作って

一緒に検討させていただきましたが、ユビキタスウェ

ア等テクノロジーの検討とUXデザインやサービスのあ

り方の検討、収益性やエコシステムを創るビジネス面

の検討、それぞれバックボーンを持った方々が集まっ

て一緒にプロジェクトを行ったのが特徴かと思います。

3.  【Process】新たなサービスのコンセプト
企画および検証の進め方
─使う人の気持ちになる─

巣山　新しいサービスやプロダクトの創出に取り組む際、

何から着手すればよいかわからないお客様が多いので、

どのような進め方がうまくいくのか、富士通グループ

で実践しているアプローチを紹介いただけますか？ 富

士通デザインさんは専門組織で積極的に進めていますが、

ユーザーニーズをどう捉えるかという観点でお話しく

ださい。

森下　私たちも手探りですが、一番大事にしているの

は現場で起きている事実です。「こういうのが良い」とい

う絵は誰でも描けますが、それが実際現場で起きてい

ることと違えば意味がなく、現場の人が欲しているも

のはそこにいる人しかわからないので、その場所に行

くか人に会うかして現場の人の気持ちになってみるこ

とが重要です。今回は福祉の分野で視覚障がいを持つ
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トを得られました。そのインサイトをもとにサービス

を考え、検証を重ねてきたのです。

里見　今回のプロジェクトも最初からできたわけでは

ありません。2014年度に福祉介護の世界にICTを入れな

ければと謳い、GPSで様々なサービスが作れるのではと

考えましたが、ユビキタスのようなチップがなかった

ので、まだ早いと一旦横に置きました。翌年新しいメ

ンバーが福祉介護をやりたいと言うのでディスカッショ

ンし直し、ユビキタスウェアが出てきたので、それを使っ

て様々なことができるかと検討しました。そこでサー

ビスモデルを考える際、身内で考えると狭い視野で見

てしまうので、富士通デザインさんと富士通総研さん

に自分達の主張が正しいか検証してもらいました。突

拍子もないことも世の中から認知されないようなこと

も言っていますが、なぜそんな意見が出るのか、時系

列に人の生活を並べないとわからないこともあり、全

部分解して取り出してくれたのがUXデザインです。綺

麗にまとめていただいた冊子を見ながら、できそうな

部分からビジネスを創ろうと議論していて、例えば体

調管理だけ切り出し、健康な人が着けてもいいし、身

障者が仕事に行くとき遠くから見守れれば家族も安心

だし、事業主も身障者が高温多湿の所で作業する場合

に定期的に戻ってくるよう指示するといったサービス

も提供できます。技術も世の中も絶えず進歩していく

ので、もう1回振り返って見直し、過去に考えていたも

のが今できるのではと考えてみることが重要です。

巣山　このアプローチでは、現場で使う人、ペルソナ

を想像しながら、その人がどう生活しているかを捉え

ていかなければいけないというのが重要ですね。

久本　富士通総研では、社会課題やニーズ、市場動向

などのリサーチからユーザーを設定し、課題にフィッ

トする製品・サービスの検討を行ってきました。サー

ビスの具体化のために、ユースケースとベネフィット

のモデルパターンをいくつも創り上げてきました。さ

らに、ユーザー層にフィットする事業パートナーの検

討も行ってきました。ユーザーのニーズにフィットす

るサービスを考えても必ずしも購入につながりビジネ

スが成り立つわけではないので、ビジネスの成立性の

検討を中心に行ってきました。ニーズや課題があると

ころに対し、どれだけのターゲットユーザーの母数が

あるか、収益性や事業が成り立つかなど、UX検討と同

時に事業性評価としてビジネス展開手段について一緒

に考えていきました。

久本　浩太郎（ひさもと　こうたろう）

株式会社富士通総研
産業・エネルギー事業部　シニアコンサルタント 
新規事業のビジネスモデル設計、チャネル開拓、M&Aなど企
画から事業化に至るコンサルティング業務に従事。マネジメン
ト力（PMO）にも強みを有する。

里見　収益面も議論しなければいけませんが、使う価

値があるか訴求するのが難しいですね。収益性はお金

に慣れている分、すぐ心の中に入りますが、サービス
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フォーカス

ICTによるビジネスと社会のイノベーション創出
に必要な取り組みとは

も我々の仕事かと思います。ICTを使って見守られた中

で仕事ができる場所を用意してあげないと、総活躍と

言うだけでは無理なので。という熱い思いはありますが、

試行錯誤して悪戦苦闘しております。

大原　うまくデータが取れるか、どう見せるかといっ

た機器の実証を里見さんに見ていただいていますが、我々

も部下の方も励ましながら我慢強く指導していただき

ましたね。

里見　エンジニアは完成品が手元に来ると思いがちで

すが、この製品は一緒に立ち上げている商品だと思って、

バグをどう直せばいいか、こういう使い方をするため

に足りない機能は何か、ディスカッションしてエンハ

ンスしないといけないと言っています。完成品が最初

からあれば、他のプレーヤーがそれでビジネスするので、

僕らが出ていく場所はなくなる。その生みの苦しみを

富士通さんと一緒に歩むしかないのです。

4.  【ICT】ヘルスケア分野での新たな価値創
出を加速するICTとは
─ 技術は時間とともに追いかけてくるので振り
返って流用する─

巣山　ヘルスケアの分野では、センサーやネットワー

クを活用したIoT領域に限らず、AIやロボットの活用を

目指して、様々な実験やスタートアップが実践されて

います。AIやロボットでの取り組みはされていますか？

里見　ロボットをネットワークに複数台ぶらさげて、

ロボット同士がコミュニケーションをとれるように動か

す仕組みを作るテーマがあって、ソフトバンクのPepper

を作っても、どういう価値をどういう人に提供できるか、

絵に描いた餅にならないよう説明するのが大変です。

関連会社の身障者がいる農園でユビキタスウェアを使っ

て実証実験していますが、作業委託した人を安全に作

業させるためとはいえ、2時間以上ビニールハウスに入っ

ていないか1人1人チェックすることもできないので、

こういうデバイスがあるなら早く売ってと言われました。

単純にICTで人を助けるのではなく、その人に何かをし

てあげるところまで組み上げないといけない。身障者

はなかなか嫌だと言わないので感情が掴みにくいので

すが、ユビキタスウェアで集めたデータから行動パター

ンを人工知能で予測し、この人はそろそろ休ませなけ

ればとか、こういう仕事を与えたら翌日休んでしまう

といった分析ができると、身障者を雇う側としては助

かりますし、そこまで訴求しないと受け入れてもらえ

ません。

大原　確かめ算的に収益面のシミュレーションはやる

べきですが、誰かに喜んで使ってもらえるかにフォー

カスしないといけないですね。1個作って検証しておくと、

それを見た別の事業部門の人も使えるのではと本当の

ビジネスで磨かれていくので、使われることを考えて

動くものを作ったり実証したりということは大切だと

思います。それを上層部にどう理解いただくかという

課題もあるかと思いますが。

巣山　あとは実行する人の熱い思いかもしれません。

里見　思い入れの深さで達成度が変わるということで

すね。少子高齢化の日本で健康な人だけが仕事するの

ではなく一億総活躍となってくると、モビリティの問

題を負っている人も活躍できる場所を作ってあげるの
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やNaoやSotaを連動させてシナリオを送り込むと3体が

動くようなことをやっています。例えば流通業のある

お客様は複数店舗に100体ほど置いていて、アセットマ

ネジメントできるだけでいいと言ってくれます。楽なツー

ルでアプリを流し込めるなら、例えばこの店舗ではジャ

ンケンゲームをして、次に別のお店で動かすといった

使い方ができるのではと仰るお客様もいます。また、

スマートアグリでAkisai（注5）を教えてもらったとき、

Akisaiがやっていない所に行かないと僕らは勝てないと

考えて、畑の見回りのときの葉の画像をディープラー

ニング（注6）させて育成終了のタイミングを分析するよう

なことも検討しましたが、なかなかうまく実りません。

大原　イノベーション推進室で取り組まれていること

を事業部門の方が見て、これができないかと拾ってもらっ

て、という循環になればいいですね。

里見　お客様から何か新しいことはないかと聞かれた

ときに、こういう「エンパワメント福祉」をユビキタス

でコラボしていますと紹介しています。

巣山　そういう取り組みでは失敗を度外視して、やり

ながら芽を見つけるのも手ですね。

里見　その中の1ファンクションを抜き出して違うもの

をお客様と作ってもいいですし、作ったものをそのま

ま売らねばという既成概念に囚われず、UXを行ったと

きの一連のシナリオを全部カバーできる技術がまだ世

の中になくて足りない部分はあっても、できるところ

からやればいい。技術は時間とともに追いかけてくる

ので、時々振り返って、「この技術は今こう流用できる

ので作ってみるか」みたいにやればいいのです。

巣山　御社は元々そういう新しいことをやる文化があ

るのですか？

里見　伊藤忠の子会社なので、90年代はアメリカ等の

先進的なITを日本に持ってきて研究施設に納めていまし

た。これだけインターネットが発達すると、世界的に

技術レベルも同じ位置にいるので、誰かが最初に手を

付けて実験するわけです。実験して失敗してもへこた

れずに進めた人が多分勝者になる。途中で諦めてしま

う人がたくさんいるけど、今いい技術がないなら、一

度横に置いておいて、違うことをやって、新しい技術

が出てきたら、過去のものを振り返って、もう1回やっ

てみる。そういうことをする人が少ないですね。置い

たらほったらかしで捨ててしまうという。

巣山　何もないところから創る文化が根本にあるので

すね。メーカーの技術者も使うところを考えればいい

のだけど、性能や機能だけを考える人が多いので。

里見　目の付け所はいいのです。チップがバラバラな

ものを集めると使いやすくなるとか。機能設計してい

るときに相談してもらえると、こういう機能が欲しい

と言えます。

巣山　我々の部隊もどういうところとディスカッショ

ンするかが重要かもしれません。製造業は製造業同士

でやるので、そういう発想が出てこないのです。

里見　私も最初、携帯電話をインターネットにつなぎ

たいと言われたときは、誰が使うのかと思いましたが。

ドコモのiモードができて、auのEZWebができて、ああ

いうものがお遊びで広がるとは思ってもいなかったです。
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フォーカス

ICTによるビジネスと社会のイノベーション創出
に必要な取り組みとは

ジネス創出に取り組む企業に対して、うまく進めるた

めのアプローチなどのアドバイスはありますか？

里見　皆さんはよく製品や具材など「モノ」を探しますが、

「何をやりたいか」「何ができるか」という「コト」が重要

なのです。UXでも、できる「コト」を分析しなければい

けなくて、できる「モノ」を探してしまうとダメです。

その人の一連の生活の中で何がしてあげられる「コト」

が大切かというデザインをブレーンストーミングしま

したが、それができるための「モノ」となった瞬間に「モ

ノ」探しをして製品がないとなって終わってしまいます。

まず、夜の飲み屋の大人の小道具で爆発的なブームが

来たのです。どこでビジネスチャンスがあるかわから

ない。

5.  ビジネス化に向けて必要なこと
─誰かが喜ぶコトを追求する─

巣山　テーマを探索し、コンセプト検証までを実施す

ることで、検証した案件にとどまらず、他のお客様や

事業部門からの新たなニーズと組み合わせて、別の事

業化を促進することもありますね。これから新しいビ

●図　UXデザインの取り組み例

視覚障がいを持つ方へのインタビューや行動観察に加え
疑似体験を通して多くのインサイトを抽出

利用者に喜ばれる新たなサービスを考案し、
想定利用者からの評価・検証を実施

〈視覚障がいを持つ就業者の1日（ジャーニーマップ）〉

〈視覚障がいの疑似体験〉
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巣山　邦麿（すやま　くにまろ） 
株式会社富士通総研
執行役員　産業・エネルギー事業部　事業部長
1991年 株式会社富士通総研入社以来、産業系のコンサルティ
ングに従事。 2010年よりERPソリューションを軸としたコン
サルティングで活動。専門領域は製造業のSCM、生販流および
ERP適用コンサルティング。組立系の製造業を中心に、石油、
製薬、建設、食品、繊維等、多種の業態にも携わり、主に現場
志向の実践的/検証型アプローチによるコンサルティング活動
を行っている。

里見　UXでは「使う立場に自分を置く」というのがあり

ますが、利用者として考える、180度違う立場で物を見

ることは大切だと思います。

6.  今後に向けた取り組み
─イノベーションは1人では起こせない─

巣山　ビジネスのグローバル化や人口構造の変化や技

術の進展によって今後を見通すことがますます難しい

時代になりますが、どのような視点でビジネスや社会

のイノベーションを創出していけばいいか、お話しい

ただけますか？

里見　ビジネスを創る側に立って考えたとき、いろい

ろな情報に流されて、どこかが実証実験したと知ると

諦めてしまったり、新聞やネットの情報に振り回され

サービスの形を作ったときに初めて製品を探すのであっ

て、サービスも作らないのに「モノ」が出て来てしまう

といけません。そのためにもUXが適切なプログラムで、

何かしてあげられる「コト」を分析すればいいのです。

森下　結果として見えてくることは大きくなくても、

その過程で、何がしたいか、そのために何だったらで

きるかを考えると大きな広がりになるので、「コト」つま

り何がしたいのかを常に考えていくことが大事ですね。

今回のプロジェクトでは対等な立場で「私はこれをやり

たいけど、皆さんはどんなことがしたいのですか？」「そ

れなら、こういうものがあるのでは」と議論して進めら

れて良かったです。プロジェクトの結果として、すぐ

に「ここはできる」というのは1点でしたが、その間には

いろいろあるので、どれか1つでも世に出せればいいで

すね。

久本　「コトづくり」については、今回CTCさんとも自由

闊達に意見交換させていただきました。ただ、決して

机上で終わることがなく、CTCさんはリレーションをい

ろいろお持ちなので、サービス面（UX）と技術面、ビジ

ネス面それぞれにおいて誰とどうエコシステムを組め

ば実現できるのかという現実性も含めて試行錯誤を重

ねながら検討を行う視点がリアリティあるアプローチで、

非常に楽しかったです。

巣山　モヤモヤしていたところが明確になった気がし

ます。何のために、誰が喜ぶのかを追求して、そこに

当たる製品がないなら、考え直せばいいということで

すね。
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フォーカス

ICTによるビジネスと社会のイノベーション創出
に必要な取り組みとは

てやりたいことがぶれてしまったりしますが、自分で

芯を貫かないと完成しないと思います。誰かが先にやっ

たなら、エコシステムで一緒にやりましょうと取り込

めばいい。すべて自分だけでやることは不可能なので、

皆と協業して共創していく、一緒に創り出す仕事にし

ないと、イノベーションは起こらない。イノベーショ

ンは1人では無理なのです。

巣山　「誰かを取り込めばいい」と、ためらいなく仰る

ところがすごいと思います。

里見　誰かが手をつけたと聞くと、皆さん諦めますが、

その人の所に行って、その人のやっていることを活用

するか機能を借りるかしてエコシステムを組めばいい

のです。皆さん交渉に慣れていなくてネガティブにな

りがちですが、そこを乗り越えないとイノベーション

は起こらないですよね。

森下　「デザイン思考」（注7）がこれだけ世に溢れると、デ

ザイナーでなくてもデザインできる世界になっています。

その中でデザイナーとして何ができるかと考えると、 

1枚の絵や言葉などで、アウトプットとして「それ気づ

かなかったでしょ」という視点を出すのが私たちの仕事

であって、それがある限りデザインという分野が生き

続けると思っています。また、デザイナーという職業は、

新しいことを見たり聞いたりして世の中にアンテナを

張ることが得意であり、不可欠です。その特性を生か

して、「教えてください、一緒にやりましょう、これど

うですか」という日常的なフィードバックで新しいもの

を作っていきたいと思います。

大原　富士通もヘルスケア領域で電子カルテや病院

と診療所を結ぶネットワークをソリューションとし

て提供していて、今は医療関係者が中心ですが、今

後は個人で在宅とか自分自身で何とかしなければな

らない時代になるので、そういうものを全部つない

であげるサービスが必要になると思っています。様々

な民需系のメーカーやサービサーが入って全体を良く

していくために一緒に実証しながら物を作っていきた

いと思います。

里見　逆に僕らはそうやってサービスしている機能を

部品で欲しいのです。早くやってみて、それを世に示

して、やってみたいという人をつないでいく、といっ

たことがどんどん必要になっていくと思いますね。

巣山　発想を変えて、いろいろな人と一緒に考えると

新しい価値が生まれるかもしれませんね。本日は貴重

なお話をありがとうございました。

※ CTC様とともに取り組んだ視覚障がい者向けエンパワメント福祉
「ハンズアップサービス」は、国際ユニヴァーサルデザイン協議
会（IAUD）が主催する2016年「IAUDアウォード」の評価を受け 
ました。

（注1） エンパワメント福祉：
  健常者、障がい者、高齢者、子どもが、それぞれ本来持っ

ている力を十分に発揮し、活きる力を湧き出させ、それが
つながることで、より大きな力を湧き出させる「自由で対等」
な社会。

（注2） スマートアグリ：
 ICT等の先進技術を活用して生産管理や品質・生産効率など
の向上を実現する新たな農業の取り組みやあり方。

（注3） ユビキタスウェア：
  お客様の業務に合わせて、人や物の状態・状況・周囲の環

境をセンシングし、解析・分析することで、すぐに活用で
きる価値のあるデータを提供できる富士通のIoTパッケージ。

（注4） UX（User eXperience）：
  ある製品やサービスを利用したり、消費した時に得られる
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体験の総体。個別の機能や使いやすさのみならず、ユーザー
が真にやりたいことを楽しく心地よく実現できるかどうか
を重視した概念。
 (引用元:「IT用語辞典e-Words」http://e-words.jp/w/UX.html)

（注5） Akisai：
  富士通が2012年7月に発表したクラウドサービス。「豊かな

食の未来へICTで貢献」をコンセプトに、生産現場でのICT活
用を起点に流通・地域・消費者をバリューチェーンで結ぶサー
ビスを展開。

（注6） ディープラーニング：
  多層構造のニューラルネットワークを用いた機械学習。シ

ステムがデータの特徴を学習して事象の認識や分類を行う。
（注7） デザイン思考：
  共感・視覚化・評価と改良・実現のステップから成る新た

な製品・サービスやプロセスを創出するためのイノベーショ
ン技法。
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キーワード

今後期待される生活支援サービス

❙❙執筆者プロフィール

湯川　喬介（ゆかわ　きょうすけ）

株式会社富士通総研　金融・地域事業部　マネジングコンサルタント

2003年 某コンサルティング会社入社。2006年7月 株式会社富士通総研入社。
これまで、防災、ヘルスケアといった安全・安心分野をテーマに国内外における調査・コンサルティング業務に 
従事。近年は、主に医療・介護連携や地域包括ケアシステムに関わるコンサルティング業務に従事。

株式会社富士通総研 
金融・地域事業部 

マネジングコンサルタント

湯川　喬介

平成27年度の介護保険制度の改正は記憶に新しいと思います。要支援1・2と認定された高齢者の訪問介護と

通所介護が地域支援事業の介護予防・日常生活支援総合事業、いわゆる新しい総合事業に移管しました。つまり、

全国一律の予防給付から各市町村独自の取り組み努力が求められる地域支援事業に移行し、多様化する高齢者の

ニーズに応えようとするものです。この施策により、既存の介護事業所だけでなく、NPO、民間企業、住民ボラ

ンティア、協同組合等による多様な主体が提供する生活支援サービスへの期待が今後さらに大きくなっていくこ

とが想定されます。

地域包括ケアシステム構築の責務を担っている自治体は各地域の実情を捉えながら、様々な活動を行っています。

ここでは、いくつかの面白い事例を紹介します。
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薬情報の一元的管理等が求められています。それに合

わせて先進的な薬局では店頭にバイタル機器等を設置

し、スタッフによる常時サポートを行っているところ

もあり、さらには地域の自治体や小売業との連携を行

おうとしている薬局等も出てきています。

3.  地域住民が安心・安全で充実した生活を送る
ための生活支援サービス創出に必要なこと

今後、各地域に根差したヘルスケア産業の創出がさ

らに求められるようになるのは必至であり、その動き

が加速していくことは間違いないでしょう。そのため

には、公的な医療保険・介護保険から、公的保険外の

運動、栄養、保健等のサービス、さらには農業・観光

等の地域産業やスポーツ関連産業等までつながってい

くことが想定されます。そこでは、医療や介護、福祉

といった情報を民間ビジネスへつなぐためのICTプラッ

トフォーム、さらにそれを支えるためのビジネスプラッ

トフォームが必要になってくるのではないでしょうか。

各個人が生まれてから亡くなるまでの生涯にわたった

情報はもちろん、個人に関わる家族等、“世帯”といった

観点を意識していく必要がありますし、制度や技術等

の壁があるかもしれません。もしかしたら、最も重要

で難しいのは住民の正確な理解かもしれませんし、ハー

ドルになるのは我々のような民間ビジネスを行う企業

の倫理観かもしれません。

今後、各地域で暮らす地域住民が安心・安全で充実

した生活を送るための生活支援サービス創出の動きは

活発化することは間違いありません。そのために、そ

れらの動きを注視するだけでなく、私たちに何ができ

るのか、その答えを模索しながら、富士通総研も各地

域のまちづくりに貢献していきたいと思います。

（注1） 太極拳ゆったり体操（喜多方市）
 https://www.city.kitakata.fukushima.jp/soshiki/ 
 koufuku/634.html
（注2） マイME-BYOカルテ（神奈川県）
 http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f532715/
 p991437.html

1. 「太極拳のまち宣言都市 喜多方」

1つ目は、「太極拳のまち宣言都市 喜多方」という、主

に高齢者を対象とした事例です。平成14年10月の「う

つくしまねんりんピック2002太極拳交流大会」が喜多

方市で開催されたことをきっかけとして、太極拳を通

し「健康 福祉 教育 交流」の調和のとれたまちづくりを

目指すことになりました。平成17年度から、独自の視

点で有効な介護予防サービスを検討するべく、介護予

防における太極拳の健康効果に着目し、福島県立医科

大学の安村誠司教授、会津保健所との協働で、「太極拳

の要素を取り入れた体操」の作成に着手し、段階的に検

証を進め、平成19年度に「太極拳ゆったり体操」（注1）を

完成しました。「太極拳ゆったり体操」の効果検証の結果、

「バランス機能の向上」「下肢筋力を中心とした全身の筋

力アップ」に効果があることが明確になっています。現

在では、1,300名を超える喜多方市民が太極拳に親しん

でおり、今後、愛好者数を3,500名に増やすことを目指

して活動しています。

2. 神奈川県の「マイME-BYOカルテ」

2つ目に、自治体主導でICTを活用した先進的な事例を

紹介します。神奈川県の「マイME-BYOカルテ」（注2）です。

神奈川県のホームページによると、「マイME-BYOカルテ」

では、お薬情報のほか、薬による副作用の記録、アレ

ルギーの有無、これまでかかった病気、ワクチン接種

歴なども登録できます。また、本人だけでなく、子供

等の家族の情報も登録・閲覧できます。災害時に紙の

お薬手帳を失ってしまったとしても、データは残ります。

なお、このサービスは高齢者だけでなく神奈川県民す

べてが利用できるものです。

また、自治体だけでなく、各主体が各地域で様々な

アイデアを出しながら試行錯誤している事例も出てき

ています。平成28年4月から「かかりつけ薬剤師・薬局」

制度が新たにスタートし、各地域の薬局は、医療機関

をはじめとする関係機関との連携や、ICTを活用した服
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ケーススタディ 1

健康維持増進の貢献に向けた 
新たなビジネスの芽
─調剤薬局クオール様での取り組みから─
健康分野に注目が集まっている。健康予防、介護関連産業の市場規模10兆円（2020年）という成長目標の中、
健康サポート薬局制度なども開始され、生活者接点となる薬局や小売業に健康サービス拠点としての期待が高まっ
ている。調剤薬局のクオール様では、健康サポート薬局よりさらに高い目標となる、「運動」「栄養（食事）」「メン
タルケア」に寄与するQOL（Quality Of Life）（注1）サポート薬局の取り組みを、富士通の「健康情報管理基盤」を活用
して開始された。富士通総研も健康維持増進の社会課題に貢献するべく、今後健康サービス事業へ参入する企業
様を支える事業化支援サービスに取り組んでおり、クオール様の取り組みの特徴とともにご紹介させていただく。

❙❙執筆者プロフィール

清水　健介（しみず　けんすけ）

株式会社富士通総研　クロスインダストリー事業部　プリンシパルコンサルタント　

富士通株式会社入社後、流通業でのネットビジネス、営業支援などのシステム開発に従事。2007年 富士通総研出向。
現在では商社卸売業を中心に事業マネジメント改革・業務改革の企画から改革実行サポートのコンサルティングを
主に担当。 

堂本　雅一（どうもと　まさかず）

富士通株式会社　産業・流通ビジネスグループ　流通ビジネス本部　小売統括営業部　第二営業部　部長　

富士通株式会社入社後、富士通営業部門にて小売ビジネス推進を担当。現在では生協・ドラック・薬局業界向け営
業担当部門にて、健康分野のビジネス化の推進も担う。

161128_EEP13198_初校_知創の杜2016年Vol.13.indd   21 2016/12/14   10:37:51



22 知創の杜 2016 Vol.13

このような中、持続する可能性のある取り組みも始まっ

ている。今回ご紹介するクオール様では、健康サポー

ト薬局の制度化対応はもちろんのこと、さらに差別化

したブランディング施策としてQOLサポート薬局をスター

トさせた。

それは、健康をテーマにした様々なセミナーなどのプッ

シュ型の取り組みや、富士通の「健康情報管理基盤」を

活用したデータに基づく健康アドバイス・運動機能の

提供などによって地域住民に働きかける取り組みへの

チャレンジである。

クオール様でのQOLサポート薬局第1号店である「QOL

サポートクオール薬局京王八王子店（以下京王八王子

店）」オープンにあたり、富士通総研も業務運用の準備

活動を中心に一緒に取り組ませていただいた。

2. クオール様の健康分野へのチャレンジ

 ■「QOLサポート」とは

クオール様が掲げる「QOLサポート」機能は、単なる

1. 健康分野への関心の高まり

健康の維持増進に向けた取り組みが本格化している。

健康サポート薬局が制度化され2016年10月より届出が

開始された。

健康分野が注目される中、薬局だけでなく、生活者

接点チャネルを持つ小売業やサービス業、健康食品な

ど関連する商品を持つメーカーなど、様々な業種で健

康をキーにしたビジネス拡大に期待が高まっている。

これまでも医療費削減などの課題に対し、健康維持

増進の様々な取り組みが行われてきた。しかし、生活

者個々人のモチベーションに依存した取り組みが多く、

生活者への継続的な働きかけや健康増進を後押しする

取り組みではなかったと言える。このため、事業とし

ての持続性が担保できず、期待したほどの成果が生ま

れなかった。

こういった本質的課題が改善されなければ、今後の

健康サポートの取り組みも単なる制度対応のレベルに

とどまってしまう懸念がある。

●図1　QOLサポート薬局のサービス内容

診断内容・活用情報（詳細）

口腔内細菌数検査・
血液検査

・口腔内の細菌数を測定し、細菌数によってレベルを診断
・少量の血液で、脂質やコレステロールを測定

睡眠情報 ・連携対象の機器で睡眠情報を取得し、店舗来店時に
 自動で情報連携蓄積

体重・体組成
血圧・骨密度

・各計測機器で測定し、自動的に情報蓄積
（クオール会員IDをキーに健康情報管理基盤に蓄積）

RehaYell ・Kinectを利用したシステム「RehaYell」で、
 画面の指示に従って楽しみながら運動を実施

・計測したバイタル情報や
 各種履歴情報などに基づく
 薬剤師/管理栄養士による
 健康アドバイス
（レセコン画面で集約情報参照可能）

・本部からのレセコン画面を参照した
 遠隔店舗フォローの実施

・運動ツールを活用した運動指導

※次ステップ構想
・睡眠情報によるストレスケアアドバイス

セミナー
（セミナールーム） ・常設セミナールームで、各種セミナー・イベントを日々開催

店舗で
計測・検査

店舗で
情報発信

家庭内
計測履歴など

・血圧、体重などの家庭での計測情報をスマホから登録
 ※連携可能測定機器の場合はスマホへの自動連携も可能

歩数 ・スマホ内蔵の歩数計で、自動的に情報連携蓄積
・IC付歩数計で計測し、店舗来店時に自動で情報連携蓄積

店舗で
運動

家庭
外出先で
計測

服薬履歴・
食事情報など

・服薬履歴、体調情報（副作用の発生有無など）、
 食事情報などをスマホから登録

店舗でアドバイス
（レセコン連携）
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ケーススタディ 1
健康維持増進の貢献に向けた新たなビジネスの芽

定と、簡易血液検査・口腔内細菌数検査などの検査を

受けることができる。

また、第2期として、スマートフォン機能を活用し、

家庭での血圧等の測定情報、食事などの履歴、服薬・

副作用の情報なども記録していただき、時系列データ

に基づくアドバイスを可能にしている。

今後はさらに睡眠情報に基づくストレスケアなどの

機能充実を図り、QOLサポート機能を進化させていく計

画である。

 ■地域密着でのプッシュ型のファン作りへ

2016年6月のオープン以降、日々様々なセミナーを

開催して健康寄与に努めているが、新たに導入した店

頭のデジタルサイネージによる告知に加え、地域住民

向けのチラシ配布、自治会夏祭りへの参画・アピール

などにより、徐々に認知度を上げていった。

また、地域の各企業からの多くの見学にも積極対応

しており、フィットネスクラブと提携しての出張セミナー・

計測サービスなど、ビジネス連携に取り組み始めた。様々

なアプローチでの新規会員獲得や口コミによる広がり

も出始め、日頃から頼れる薬局として新規固定客（ファ

ン化）につながる成果が出つつある。

健康サポート薬局としての機能ではない。

制度対応としての健康サポート薬局化はもちろんの

ことだが、それだけではいずれどこの薬局も対応し始

めると差別化要素にはなりにくい。そこでクオール様

では、健康維持増進に対して「運動」「栄養（食事）」「メ

ンタルケア」を大きな課題と捉え、この3課題に対する

サポート機能を「QOLサポート」と定義し、新たなブラ

ンドとして展開を開始した。

 ■QOLサポート薬局での健康サポート内容

京王八王子店は、以下のようなサービスを備えてい

る（図1・図2）

店舗ではセミナールーム、計測装置、相談コーナー

などを常設しており、

• セミナールームや出張サービスによる「健康セミナー」

の開催

• セミナールームでの簡易的な「運動」の実施

• 計測コーナーでのバイタル情報計測と、ICTを活用し

たデータの蓄積

• 常駐化した管理栄養士と薬剤師との共同のデータに基

づく健康アドバイス

などのサービスを提供している。

計測コーナーでは、血圧・体組成・骨密度などの測

●図2　京王八王子店舗での実施イメージ

計測・自動蓄積の
イメージ

セミナールームでの運動
（RehaYall利用）

計測室での体組成・骨密度測定

計測情報
蓄積アプリ
（タブレット）

血圧計で測定
（アプリへBluetooth

自動連携）

画面を見ながら
運動

161128_EEP13198_初校_知創の杜2016年Vol.13.indd   23 2016/12/14   10:37:53



24 知創の杜 2016 Vol.13

ど関連部門含めプロジェクト体制を確立

•富士通ソリューションの試用利用・改修

 まず富士通の健康情報管理基盤（図3）の標準機能その

ままを店舗で利用する前提でメンバーが確認。最低

限のクオールID連携のみカスタマイズ。その他は2次

開発とした。

•想定運用課題の抽出・対策検討

 システム試用確認結果などを踏まえ、店舗業務運用・

システム利用面の想定課題の抽出・対策検討を実施。

•並行した店舗改装等のオープン準備

 セミナールーム、相談コーナーなど、必要な改装と

什器類などの手配

富士通総研では特に想定運用課題の抽出・対策検討

のタスクをご支援したが、様々な課題に対して、「とに

かくやってみよう。始めてから考えよう」という、クオー

ル様のご決断が、早期スタートを実現させることにつ

ながった。

また、準備だけでなく、オープン後の早期提携の広

がりなどの、スピード感ある取り組みは、専務のトッ

プダウンでの号令の下、健康サポート薬局推進室の強

力な推進力があったことが成功の鍵であったと感じて

 ■取り組みの成果

オープン後数か月のある1か月間で数百人が計測に訪

れ、そのうちの半数が処方箋を持たないお客様であった。

情報発信の効果もあり、新たな来客につながっている。

例えば母子イベントの開催によって、参加者の祖父母

が新たに処方箋を持って来店するなど、プッシュ型イ

ベントが口コミによる広がりにもつながっている。

また、新しい取り組みへの社員のモチベーションも

高く、社員が提起したアイデアでのイベント企画など

も自然発生的に生まれる好循環につながっている。ES

の観点でも非常に高い成果が得られている。

 ■開始へのステップと取り組みポイント

このサービスのスタートにあたり、クオール様では

店舗改装なども含め、約2か月強の準備期間で開始させ

ることができた。

この短期間で準備できたポイントは以下のとおりで

ある。

•プロジェクト体制化

 健康サポート機能の推進役として、専任の健康サポー

ト薬局推進室を組織化。営業本部・店舗・ICT部門な

●図3　富士通の提供する健康情報管理基盤
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⇒「（2）集客相乗効果による店舗販売増」⇒「（3）イベン

トアプローチの売上効果検証」⇒「（4）サービス品揃え・

売場づくり・イベント企画等への反映」という、通常の

基本的なビジネスサイクルに「健康データ」の要素を組

み込んだだけで、大きなコスト負担なく本業への売上

効果創出という主目的を実現し、さらに健康分野での

社会貢献という目的も達成している。富士通のICT基盤

である「健康情報管理基盤」はほぼそのままでも活用で

きるソリューションであり、早期に健康サービス開始

が可能である。この特徴を生かし、健康情報による消

費者アプローチをマーケティングツールの1つとして捉え、

富士通総研の持つMD（Merchandising）（注2）分析などの

多くのマーケティング事例なども役立てていただくこ

とにより、既存の事業サイクルに健康データを組み込

んだ試行型モデルを実現させることができた。

クオール様のケースでも、本業の健康サポート・処

方箋調剤薬局の事業サイクルに健康計測情報によるプッ

シュ型アドバイス活動を組み込んでおり、同じく既存

事業に相乗効果を生む取り組みと捉えられる。これら

のことから、持続的な健康ビジネスの事業化のためには、

本業との相乗効果を生むモデルをいかに作り、効果検

証のサイクルを回して行けるかが1つの解決の鍵となる

と考えられる。

今後も多くの企業様でこのように持続可能な健康サー

ビス事業化を支えていくことで、富士通総研としても

健康維持増進分野に貢献していきたいと考えている。

（注1） QOL（quality of life）：
  ひとりひとりの人生の内容の質や社会的にみた生活の質の

ことを指し、ある人がどれだけ人間らしい生活や自分らし
い生活を送り、人生に幸福を見出しているか、ということ
を尺度としてとらえる概念。健康関連のQOLの評価法は、
一般的に患者に聞き取るか、評価者自身が評価する。評価
項目は、その文化圏で一般的な汎用評価法と、特定の疾患
や病態の患者を対象とした疾患特異的評価法、QOLの構成
概念の領域ごとの評価法などがある。

（注2） MD（Merchandising）：
  消費者の欲求・要求に適う商品を適切な数量、適切な価格、

適切なタイミング等で提供するための企業活動のこと。商
品政策、商品化計画。

いる。

 ■今後の展開に向けて

データの蓄積活用はまだ緒についたところである。

今後は蓄積した健康にまつわる情報を多角的に分析し、

新しいサービスへの展開や、自治体の取り組みや学会

などで広く貢献していくなど、自社のサービスを充実

させつつ、自社だけでない取り組みも拡大していく計

画を立てている。

3.  健康サポートの持続的発展につなげる 
ために

今後、健康商材を持つメーカーなども健康データに

基づいたアプローチを強化し、さらにAIなどの発展によ

り、専門的な分析に基づくケアを行うような新サービ

スの立ち上がりも想定される。成長が見込まれる健康

関連分野では、健康情報を持ち固定客を持つ企業の魅

力は一層増し、情報活用型健康ビジネスで事業が確立

できる可能性も高まると考えられる。

しかし、この魅力ある状態になるまでにも、いかに

自社でビジネスを維持し情報蓄積を続けていけるかが

課題となる。

消費者自身のモチベーションに依存した過去の様々

な失敗例と比較すると、クオール様のケースでは、生

活者に働きかけるプッシュアプローチが特徴ではあるが、

アドバイス人材・推進体制などを自社で揃えられたこ

とも大きな成功要因となっている。今後、健康サポー

ト薬局制度化により継続的な事業対応が必須とされる

が、それは人材が豊富な調剤薬局業界のみが取り組め

るビジネスかというと、そうではないと考えている。

実際に薬局以外の業態でもビジネス化の芽が出始め

ている。例えば、ある小売業様では、通常行っている

健康商品イベントでの集客の高さに着目し、イベント

参加者に対する健康会員化と情報蓄積を行うモデルを

提案させていただき、試行的に開始された。この取り

組みは、「（1）イベントによる集客・自社商品のプッシュ」

ケーススタディ 1
健康維持増進の貢献に向けた新たなビジネスの芽

161128_EEP13198_初校_知創の杜2016年Vol.13.indd   25 2016/12/14   10:37:53



26 知創の杜 2016 Vol.13

ケーススタディ 2

アイデアを育て事業を起こす

日本のモノづくり企業は現在まで、その技術力を強みとして目覚ましい発展を遂げてきた。しかし現在、市場
はグローバル化への転換を余儀なくされ、技術力だけで勝ち残ることは難しくなっている。そこで現代のモノづ
くり企業に求められているのが、グローバル市場でも勝ち残れるような新たな価値を加えたサービス開発、すな
わち「コトづくり」である。昨今では、多くの企業がイノベーションをテーマに新製品・サービスの開発に取り組
んでいる。
ところが、いざ事業開発をスタートしても、企画や実証実験の途中段階でお蔵入りしてしまうケースが多々見
受けられる。その後の具体的な事業化やビジネスの出口が見えないまま、予算が尽きてしまうのだ。
こういった問題の解決の糸口はビジネスの出口から逆算して考えることで見えてくる。本稿では、これまで私
たちが関与してきた推進現場の体験をもとに、企業が陥りがちな課題と解決のポイントを推進当事者の視点で論
じたい。

❙❙執筆者プロフィール

久本　浩太郎（ひさもと　こうたろう）

株式会社富士通総研　産業・エネルギー事業部　シニアコンサルタント

新規事業のビジネスモデル設計、チャネル開拓、M&Aなど企画から事業化に至るコンサルティング業務に従事。
マネジメント力（PMO）にも強みを有する。

佐藤　史織（さとう　しおり）

株式会社富士通総研　産業・エネルギー事業部　アシスタントコンサルタント

若者視点を取り入れたユニークな新規事業のアイデア企画立案やデジタルマーケティング分野のコンサルティング
業務に従事。
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を構築するために、自社内外で検討したアイデアに共感、

参画してくれる新たなパートナーの巻き込みと深いエ

ンゲージメントの構築が必要となる。ユーザーを含む

関連外部パートナーとともに、これまでアイデアレベ

ルであったサービスやビジネスを具現化し、実証実験

や試行錯誤を通してパートナーとの関係性にサービス

とマネタイズの循環（エコシステム）を描くことが求め

られる。

推進マネジメントに立つ者は、既存メンバーのマネ

ジメントに加え、外部パートナーのソーシング、協働

でビジネスを起こすためのアライアンス締結、ビジネ

スのスキーム構築など、役割の範囲拡大や変更に対し

て柔軟に対応していく必要がある。

2. アイデアの事業化を阻む2つの課題

市場のトレンドは単なるモノとカネとの交換価値で

の「モノづくり」ではなく、使用と体験から成る「コトづ

くり」に変化し、モノを作るだけだった従来の開発から、

モノとサービスを連動したサービスモデルの開発への

転換が必要となっている。そのため、モノづくり企業

の多くは、サービス化ビジネスをもくろんでいる。ト

レンドの変化に伴い、開発手法も整いつつある。UX（User 

Experience：ユーザー体験）を軸としたデザイン思考の

1.  イノベーションにおけるマネジメントの
重要性

新規事業開発のフェーズは大きく2つあると言える。

ユーザーにとっての価値を仮説検証しアイデアをつく

り上げていく「企画フェーズ」、アイデアを具体的な技

術とビジネスに紐づけて実装していく「事業化フェーズ」

である。

「企画フェーズ」では、社会課題やユーザーの課題洞

察を通して対応するサービス像の仮説検証を繰り返し、

アイデアを練り上げていく。この段階のアウトプット

はアイデアレベルのイメージモデルやイメージモデル

を具体化したプロトタイプである。

検討チームは主に、ビジネスやマーケットの視点でサー

ビスとビジネスを検討するビジネスプロデューサー、ユー

ザー課題をフィールド視点で仮説検証していくUX（User 

Experience）デザイナー、サービスの技術面を見るエン

ジニア、テストユーザーで構成される。そのほか、ア

イデアに多様性をもたらしてくれる第三者パートナー

が参画する場合もある。推進のマネジメントに立つ者

は目指すビジョンやゴールを多様な人材と共有しながら、

共感を得られるサービスの推進を行うことが求められる。

（図1）

「事業化フェーズ」では、実現可能なビジネスモデル

●図1　新規事業のあるべきプロセスとマネジメントの役割の変化
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また、仮にマーケット分析を行い、適切なターゲッ

トを設定できたとしても、業界によっては、設定したユー

ザーセグメントや製品セグメントへのアプローチその

ものが自社と業界のパワーバランスを破壊し得る可能

性もあり、推進側の意思決定を鈍らせる。長らくイノベー

ションが起きていない業界では、旧態依然型の製品・サー

ビスに対する依存が高い場合が多く、業界から新興勢

力に対する圧力が強くのしかかるために、企画推進が

難しい局面も多く見られる。

そこで企画推進者は破壊的なイノベーションのアプ

ローチに対するハードルをいかに下げて推進してくか

が問われることになる。（図2）

新規事業の企画フェーズにおいて目指すべきゴール

は「市場にとって新規性の高い製品・サービスを構築す

ること」にある。しかし、最初から「新規性の高い製品・

サービス」の企画をダイレクトに推し進めることは実際

難易度が高い。まずはゴールを見据え、既存市場の延

長線での製品改良や代替、拡張など、最小限の価値あ

るモデルを構築し、市場から適宜フィードバックを得

ることで、このモデルが良いものであるというエビデ

ンスを得ながら支持者を増やし、進化させていくこと

が必要である。

（2）目標とする事業規模との連動

企画フェーズでは、社会課題の洞察やマーケティン

グに基づいた分析からターゲティングを定め、UXに基

づいてサービスアイデアを創り上げていく。しかし実

際は、構築されたUXのアイデアとビジネスの実現に向

けて必要なアクションとの連動が取れていない場合が

多い。

ターゲティングの母数とそのシェア、競合やユーザー

との検証から算出されたプライシングの仮説に基づい

て新規事業の事業規模は見えてくるが、その規模感が

経営層の狙いと整合性を図られているかについては検

証が必要である。ユーザーインサイトだけでなく、経

営側と合意されたKGIとKPIに対するUXのフィット感が

あるか、サービスを認知から購買につなげるためのプ

書籍や手法を紹介するWebなど、サービス化ビジネス

を検討推進するうえで参考となるコンテンツも充実し

ている。

本来、企画の初期段階は、分析結果などを踏まえたテー

マ設定やターゲットセグメント選定から始まる。しか

し実際は、「人工知能」や「IoT」など、トレンドキーワー

ドの適用を捉えただけの見切り発車型で始まる企画も

多い。同様に、先に述べたデザイン思考など、手法あ

りきの推進パターンも見られる。以下に企画推進の際

の主な課題2点について具体的に説明する。

（1）ターゲットの見極め 

CB Insightsの調査によると、スタートアップ企業の

失敗理由は「マーケットのニーズを捉えられていない」

が42％と最も高い。新規事業の企画において特に必要

とされる将来動向や社会課題、経営課題、製品、ユーザー、

新技術などのマーケット分析を踏まえたテーマ設定や

ターゲット像とサービス像の仮説設定を怠ったことが

原因と考えられる。そのような社会やマーケットの動

向を見据えていない推進は、市場とニーズの間に生じ

るギャップに対する感度を弱めることにつながり、事

業そのものの継続性リスクを高める可能性がある。

スタートアップ企業の失敗理由トップ10
（101社のスタートアップ企業からのヒアリングをもとに作成）

1位：マーケットニーズを捉えられていない：42％

2位：資金の枯渇：29％

3位：チーミングの課題：23％

4位：競合との競争力への課題：19％

5位：価格、運転資金への課題：18％

6位：プロダクトの欠陥：18％

7位：ビジネスモデルの欠陥：17％

8位：マーケティング施策の欠陥：14％

9位：顧客の声の反映不足：14％

10位：製品の機会損失：13％
出典：CB InsightsよりFRI作成
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ロモーション施策や、購買後の使用の定着化のための

シナリオが描けているかなどを検証する。局所的なUX

だけを捉えるのではなく、UXとビジネスゴールの整合

性を俯瞰して描く必要がある。

さらには、算出されたプライシングから事業を維持

し得る収入が得られるか、性能と運用を維持し得る技

術の実現性とコストのバランスが取れるか等、収益構

造の視点からの検証も必要である。

3.  パートナーとのエンゲージメントを深め
イノベーションの完成度を高める

市場は新たに生み出した先端技術やサービスの物珍

しさには飛びつくが、実際にユーザーの購買につながり、

事業として成立するかは別問題である。どのようにす

れば世の中に価値が受け入れられ、ターゲットとするユー

ザーへ届けることができるのか、どうすればユーザー

を満足させ、継続的に利用してもらうことができるの

かという問題は、新規事業の開発に挑む企業であれば

一度はぶち当たる壁ではないだろうか。これらの課題

を1社単独で解決することは決して容易ではない。

解決のカギとなるのは、外部パートナーを巻き込む

ことである。販売チャネルの1つとしてだけでなく、サー

ビスをデリバリーしてくれるサービサーとして外部パー

トナーとの協調を行うことで、エコシステムを構築す

ることが可能となる。フラットな関係性を維持するこ

とで、より強固なエンゲージメントを構築できる。も

ちろん、中抜きを意図しただけのパートナーは不要で、

実効性あるパートナーを見極める判断が求められる。

実効性あるパートナーを巻き込むことで、アイデアと

ビジネスモデルがより具現化し、独自性を持ったもの

となるため、市場での競争優位性を発揮していくこと

にもつながる。

「事業化フェーズ」における成功の要は、外部パートナー

をいかにうまく巻き込みながら推進するかという点に

あるが、実際にはこの「巻き込み」が最もハードルが高い。

ただし、真の意味でのイノベーションの妙味はここか

ら始まると言える。アイデアを支援するレベルで外部パー

トナーが参画するのではなく、ビジネス実現のためのパー

トナーとして巻き込むことで、初めて真のイノベーショ

ンとしての完成が見えてくる。実際には、収益配分の

交渉等も行われるため、よりリアルにアイデアやビジ

ケーススタディ 2
アイデアを育て事業を起こす

●図2　破壊的イノベーション推進における適切なターゲットと展開シナリオ

モノ コト

パートナーとの関係性構築を並行し、
ハードルが低くアプローチできる市場から
モデルを進化させていくことが現実的である

目指す
ターゲット
市場

新しい市場の
ダイレクトの参入は、
失敗しやすい

参入障壁
高

参入障壁
低

161212_EEP13198_念校_知創の杜2016年Vol.13.indd   29 2016/12/15   11:08:08



30 知創の杜 2016 Vol.13

る検討事項で協働や調整を図りながら推進する必要が

あるが、実際にそれらを網羅的に捉え、バランスばか

りを求めると、平均的かつ平凡なサービスに終始して

しまうことになりかねない。したがって、初期段階で

設定した譲れないポイント、自社のコア（技術、商流）

など、新しい製品・サービスの尖りとなる前提はその

ままに、必要な外部リソースにとって魅力的に映るサー

ビス・ビジネスを描き、他社を巻き込むことで、さら

に競合他社に参入・追随されないモデルの構築を行っ

ていくことが重要ではないだろうか。

市場では日々技術進展が加速し、競合も数多く台頭

してきている。市場の変化に迅速に対応するためには、

迅速に市場からのフィードバックを得て修正し、地に

足のついた推進を行うことが求められる。

そのためには、部分最適に陥る大企業病的アプロー

チではなく、全体を俯瞰しながらも、ユーザーとビジ

ネスに求められるポイントにのみフォーカスし、従来

のモデルに固執せず、ピボット（方向転換）を躊躇しな

い姿勢と柔軟な機能変革が求められると考える。我々

コンサルタントも、そのような市場へ挑戦する当事者

を現場から後押ししたい。

ネスモデルに対する共感が必要とされる。

外部パートナーを巻き込むには、検討したビジネス

モデルから、自社の立ち位置と外部パートナーとの協

働範囲を明確にして、実現性を検証していくことによっ

て、より実現性の精緻化が図られていくと言える。

図3に示した事例は、2015年に我々が参画した某モ

ノづくり企業の新規市場参入に向けた取り組みである。

医療機器業界に参入をもくろむ顧客とともに、世界最

大の医療機器展MEDICA（独）や日本の展示会に参画する

ことで、顧客の事業運営に必要な医療メーカーやディ

ストリビューターなどのパートナーの開拓を行った。

その結果、ビジネスモデルの構築と事業の運営に必要

なリアルな事業パートナーの開拓に成功し、事業化へ

つなげることができた。

4. 変化を恐れない挑戦

新たに生み出したアイデアを受け入れてもらうことは、

市場はもちろんのこと、自社内でさえも決して容易で

はない。新規事業開発の推進当事者は、前例がない厳

しい状況の中で関係者を調整し、継続的に投資やリター

ンを得るための価値を発揮しなくてはならない。

UXやビジネス、技術、外部プレーヤーなど、あらゆ

●図3　某モノづくり企業の医療機器業界参入事例

顧客と共に世界最大の医療展示会
MEDICA（独）に参画 展示会で医療メーカーを開拓
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161128_EEP13198_初校_知創の杜2016年Vol.13.indd   30 2016/12/14   10:38:00



知創の杜 検 索

FRIメールニュース 検 索

http://www.fujitsu.com/jp/group/fri/resources/magazine/

http://www.fujitsu.com/jp/group/fri/resources/news/FRImailnews.html

ビジネスに役立つ情報を

毎月第1火曜日にお届けします。

知創の杜バックナンバーご紹介

メルマガ会員登録

 オピニオン

 研究レポート

 コンサルティング事例

 サービス紹介

 セミナー案内

161128_EEP13198_初校_知創の杜2016年Vol.13.indd   31 2016/12/14   10:38:01



株式会社 富士通総研
FUJITSU RESEARCH INSTITUTE

〒105ー0022　東京都港区海岸1丁目16番1号　ニューピア竹芝サウスタワー
TEL：（03）5401ー8391　FAX：（03）5401ー8395

文中に記載された会社名、各製品名などの固有名詞は、各社の商号、登録商標または商標です。 

www.fujitsu.com/jp/fri/

通巻第25号
©FUJITSU RESEARCH INSTITUTE（FRI）2016

本誌に掲載する「内容」および「情報」は過去と現在の事実だけでなく、将来に関する記述が含まれています。
これらは、記述した時点で入手できた情報に基づいたものであり、不確実性が含まれています。
したがって、将来の業務活動の結果や将来に惹起する事象が本誌に記載した内容とは異なったものとなる 
恐れがありますが、当社は、このような事態への責任を負いません。
読者の皆様には、以上をご承知いただくようお願い申し上げます。

「知創の杜」の一部または全部を許可なく複写、複製、転載することを禁じます。

161128_EEP13198_初校_知創の杜2016年Vol.13.indd   32 2016/12/14   10:38:02




